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●病児・病後児保育定員・開設日の拡充、乳児園の年齢拡

充について 

Ｑ． 

 核家族化がすすみ、賃金もあがらず物価も上がり続ける昨今ではやはり労働で収入を確

保するほかありません。しかしながら、子どもの体調不良などで休まざるを得ない状況が

発生すると頼れる親族もおらず、途方にくれることが多々あります。病児・病後児保育事

業者さまにはいつもお世話になっており、あたたかく受け入れてくださり大変感謝してお

ります。しかし、定員が極めて少なく断られることも多くあります。また、週末は開設し

ていないため、週末出勤に子の体調不良が重なるとどうにもなりません。どうか、定員、

開設日の拡充を切にお願いいたします。新潟市ではさらに送迎サービスも導入しておりま

す。子育てするなら新発田！と実感できるような制度がほしいです。フードバンクしばた

様の制度は所得上、利用できません。ファミサポの利用は事前登録、マッチングなどが必

要となり、子の急な体調不良には利用できるものではありません。どうか、勤務しながら

でも子育てができる制度を導入していただきたいのです。 

また、開設時間、週末給食、急な週末預かりなど対応してくださる園は稀です。再来年

度に乳児園からほかの保育園に転園が必要となりますが、7時開所の園、急な週末出勤要請

に応えていただける園を探すとなると選択肢はほぼなく、またそういった園は人気のため

入園をお断りされます。どうかご検討のほどよろしくお願いいたします。 

 

（令和 5年 1月受付） 

 

 

 

Ａ． 

 病児・病後児保育は、子どもが体調不良になった際に安心して預けることができ、親

の就労を支える役割から、現代社会において不可欠なインフラになりつつあるのが実態

ですが、市の施設では定員が満杯になると利用できない場合があるほか、土曜日と日曜

日は開設していないため、土日に勤務がある方のニーズにお応えできない課題があるこ

とは、私も十分承知をしています。 

 受入定員については、同じ感染症であれば、安全を確保した上で定員を超えてお預か

りすることは可能ですが、様々な感染症に罹患した子どもたちを同時にお預かりする場

合は、保育室数など施設上の制約から３人までとしていること、また、病児保育は、利

用の有無や人数に関わらず一定の人件費が発生してしまう経営上の課題から、事業者を

確保し新たな施設を増やすことは簡単ではないことをご理解ください。 

 開設日についても、体調急変のリスクのある子どもに安全な保育を行うためには、看

護師、保育士、医師の三者による万全の受入体制が必要ですが、現在運営している施設

での必要な職員は確保できているものの、開設日拡大に必要な増員については、特に看

護師が不足していることから難しいのが実情です。仮に今の職員体制で土日を開設する
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となると平日をお休みにしなければならないため、利用ニーズを考えると平日を優先せ

ざるを得ないことをご理解ください。 

 利用定員及び開設日の拡大は現状では難しいものの、少子化対策としての子育て世帯

への支援拡充のためには避けて通れない課題であることから、国の動向に留意しつつ、

子育て世帯のニーズ調査などを活用しながら引き続き検討を進めてまいります。 

 また、お子様が乳児園から転園する際のご不安やごきょうだいの土曜保育利用にあた

っての園の対応に対するご不満は、当然のお気持ちでありますし、ご意見をお聞きする

限り各園のサービスや対応に差が生じているのではないかと思わざるを得ませんので、

担当課には、転園手続き等において保護者の思いを丁寧に受け止め対応すること、どの

園においても等しく子ども本位の手厚い保育及び保護者支援が実践されるよう各園の

指導に努めるよう指示いたしました。 

 

（令和 5年 1月 24日回答） 

 

 

 

 

※上記の回答内容はすべて回答日時点のものであり、現在とは異なる場合があります。 


